
 

＜ニコニコ委員会＞                        吉田俊一 委員 

。  

 

 

 

崎谷延好会員 

 

誕生日を祝って頂きありがとうございます。 

4/21で69才になりました。70才にリーチです。 

当日 5年連続で東北地方を回っておりまして、安いビジネスホテ

ルで（セブンイレブン）7.11 のツマミで一人宴会をしておりま

した。 

やはり、酒をやるときは友人と共に飲みたいとつくづく思いまし

た。 

          いつまで長距離運転ができるかチョット考えさせられた夜でした 

 

 

 

 

 

 

小椋伸也会員 

 

5月になってしまいましたが、４月６日は誕生日と結婚記念日でし

た。 

結婚１５年、水晶婚式というそうです、無色透明な水晶になぞら

えてくもりのない夫婦関係を迎えた節目というそうです。果たし

てそうなのでしょうか？お祝いありがとうございました。 

 

 

 

 八木原清隆会員 

 

 結婚記念日のお祝いのお花 ありがとうございます。 

 妻も喜んでました 

 ありがとうございました。                
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 《会報編集委員》岡本真理子・関 征啓・小澤盛明・平野崇広 社会奉仕基金 3,656円 

 

国際ロータリー 第2790地区 第13グループ 
 

松戸北ロータリークラブ会報 

 

第2390回 例会 2023年5月10日(水) 

■ 例 会 日 - 

■ 例 会 場 - 

■ 事 務 所 - 

■TEL/FAX- 

■Web/Mail- 

毎週水曜日12：30より（第1例会18：30） 

流山市前ヶ崎717「柏日本閣」      

松戸市八ヶ崎1-11-13 ｻﾝﾗｲｽﾞﾊｲﾂ101   

047-711-5950 / 047-711-5910   

www.rc2790-12.jp / kanji＠rc2790-12.jp 

■国際ロータリー会長 ｼﾞｪﾆﾌｧ－E・ｼﾞｮｰﾝｽﾞ  

■第2790地区ガバナー    小倉 純夫        

■第13Gガバナー補佐     髙橋 竜一    

■松戸北ロータリークラブ会長 大川 高明 

■松戸北ロータリークラブ幹事 大塚 精一    

2022-2023年度   

例会出席率  74.3％ 

  「四つのテスト」 言行はこれに照らしてから 

 

          １・真実かどうか 

          ２・みんなに公平か 

          ３・好意と友情を深めるか 

          ４・みんなのためになるかどうか 
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＜第2379回 例会プログラム＞ 

                                                司会    小椋伸也 会員 

     17:30  第11回 理事会 

          18:30 例会開始時まで各自食事  

     18:50 点鐘                          柳孝実副会長 

          国家並びにロータリーソング静聴  【♪国家 ♪奉仕の理想】  

     18:53  お客様紹介                     小澤直之会長エレクト 

     18:55 会長挨拶・報告                    柳孝実副会長 

           幹事報告                      大塚精一幹事 

 

     19:00 地区研修協議会参加者報告 

           

     19:25  【委員会報告】 

          ■社会奉仕委員会                野澤新之助委員長 

            本日の社会奉仕基金発表 

          ■ニコニコ委員会                 吉田俊一委員 

            本日のニコニコ発表 

          ■出席親睦委員会                平田洋一委員長 

            本日の出席率発表 

 

     19:30  点鐘                         柳孝実副会長                      

＜会長挨拶＞                          柳孝実副会長 

 

皆さんこんばんは。 

ゴールデンウィークはリフレッシュできましたでしょうか？私は友

人の箱根の別荘に泊まりに行く予定でしたが、友人がコロナになって

しまった為、残念ながら中止となってしまい、自宅でのんびり過ごし

ました。コロナはまだ無くなっていないということを再認識する出来

事となりました。 

さて新型コロナは今月8日に「2類相当」から季節性インフルエンザ

と同じ「５類」に移行されましたが、それにより何が変わるのでしょ

うか？ 

感染症対策の考え方については、基本的感染対策について政府として一律に対応を求

めることは無くなり、マスク着用は個人の判断に委ねられます。 

新型コロナに感染した場合の考え方について、新型コロナ患者や濃厚接触者に対し

て、感染症法に基づく外出自粛は求められなくなり、外出を控えるかどうかは個人の判

断に委ねられます。 

医療提供体制及び公費支援については、入院措置を原則とした限られた医療機関によ

る特別な対応から、幅広い医療機関による自律的な通常の対応になります。医療費につ

いては健康保険が適用され１割から３割は自己負担をいただくことが基本となります。 

患者の発生動向の把握については、感染者数や死亡者数の総数を毎日把握・公表して

いましたが、対策に必要な流行状況を継続して把握することになります。 

予防も感染時の対応も個人の判断に委ねられるようになりますが、新型コロナが無く

なった訳ではないということは十分ご認識いただきお過ごしいただければと思います。 
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  定められています。この会社が常に好成績をあげるにはどうすれば良いでしょうか？  

  A説 支店長の任期を長くする  

  B説 新支店長たちにリーダーシップを身につけてもらう。 

  ↓  

     ロータリーのリーダーシップは、変わることなく継承されていかねばなりませ   

   ん（ビチャイ・ラタクル元RI会長の言葉）  

     ↓  

   RLIとは  

   ●草の根的な指導者要請プログラム  

   ●質の高いリーダーシップ研修を通して、ロータリークラブの活性化を目指す。 

   ●参加型・双方向型の討議により、参加者の理解を深め、モチベーションを高   

    める。（従来のリーダーシップ；組織のトップがリーダーシップを発揮して  

    問題解決。 現代のリーダーシップ：環境変化し複雑会した現代では、一人  

    ひとりがなすべきことを考え、関係する人々を巻き込み、合意形成の上で、  

    連携して組織を動かすべき）  

      ↓   

    その効果  

    「組織の活性化」 

    「組織の変革」 

    「個人の成長」 

    「個人の行動の変化」  

    ●RLI研修会 

 

３．DEI の推進 

  ・Diversity   多様性 

  ・Equity     公平 

  ・Inclusion  包摂的 

 

４．研修委員会の役割   

  もともと会長の役目。 

  しかし、会長は忙しいので研修リーダーに頼む。 

  新人会員に伝えること 

     ①例会への出席  

     ②手続要覧を毎日読む 

 

５． 来期の北クラブ（現時点では、全くの私見です）  

   ①研修委員会の発足  

   ②４つのテストの唱和  

   ③新入会員への役割   

   ④他クラブへのメーキャップ 

   ⑤原則月１回の飲み会  
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＜地区研修・協議会参加者報告＞                        研修部会                       

                                        三村藤明次年度研修リーダー 

 

 

１．研修委員会の目的  

  ロータリーの知識を得るー温故知新  

  それを未来に役立てる→過去から未来へ  

  

２．委員会  

（１）理念委員会  

  ロータリーの経緯。 

  ポールハリス以来の進化の歴史 

↓  

 ①ロータリーの目的について深く考える。 

  根底にある思想「奉仕の理念」 

 ②意義ある奉仕活動を行うために理念を学ぶ  

 ③個人、社会、職業に対する理念  

 ④研修プログラム  

 

（２）情報研修委員会  

  ・今から未来についての知識を得る。 

  ・常に変革すべき 

    ↓  

  ●「研修委員会」をつくって欲しい 

    楽しい例会 

    情報の発綬信が行き届いているように。  

  ●Engagementを育もう  

    自分は何なのか  

    You are the key  

 

 ・情報研修委員会の活動 

  ①最新情報を与える  

    SRFに対する疑問  

   （ガバナー制度を廃止し、ロータリーの組織を抜本的に変えるという動き） 

  ②クラブのビジョン作りの手伝いをする  

    中長期計画の策定  

  ③卓話の要請  

 

（３）RLI推進委員会   

   The Rotary Leadership Institute   

   （設問）  

   今、世界中に37.000もの支店がある会社があります。社内規定で支店長の人気は１年と  
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 今日から5月ということで、前回の例会で大塚幹事から案内のあった通りクールビズを

実施します。 

また今月27日から31日までロータリー国際大会がオーストラリアメルボルンで開催され、

当クラブからも数名参加されるようです。ちなみに来年の国際大会はシンガポールです。

近年シン富裕層と言われる方々から移住先としても注目されているシンガポールですの

で、視察を兼ねて参加するのもクラブの企画として面白いのではないでしょうか。 

 

また5月は「青少年奉仕月間」です。当クラブではＲＹＬＡ(ロータリー青少年指導者養成

プログラム)を通じて次世代のリーダー育成に関わってきました。2022年に生まれた赤

ちゃんの出生数が1899年の統計開始以来似初めて80万人を割り込む状況の中で、世界の

未来を担っていく青少年を支援・育成していくことは、ロータリーにとって今後益々大き

な使命となるのではないかと考えております。 

 

最後になりましたが、4月29日に開催された地区研修・協議会には多くの会員の方にご参

加いただき大変お疲れ様でした。今週、来週と2週に渡り参加いただいた皆様に情報共有

を目的として発表していただきますので宜しくお願い致します。 
 

 

 

 

＜理事会報告＞ 

 

第１号議案 

財団グローバル補助金奨学金選考結果報告 

奨学生木下葵子さんが合格(6名中3名の合格者の１人) 

8月に2回のオリエンテーションを実施後、振込予定 

紹介元の松戸ロータリークラブへの配慮も必要なので会長から話をしてもらう 

 

地区補助金結果報告 

次年度の梨狩り体験費用を申請し合格  

今回の補助金申請手続きを全員が申請できるようにする為、勉強会を開催する。 

 

第2号議案 5月24日の外部講師例会について 

入会候補者リストを全員に配布し、5月17日までに提出いただき、出席者を確定する 

クラブ奉仕、職業奉仕、増強委員会連携し、例会準備進める 

 

3号議案 6月21日の家族例会について 

余興は手品師の小田清光様と演歌歌手平野まさる様の2名に依頼 

6月家族例会で予算提出 

 

追加議案 ①大川会長へのお見舞金1万円の支払いについて→承認 

     ②剣道大会への協賛金の依頼について→コロナ禍で中断していたため、過去に      

支援している先であったか確認の上、過去支援先であれば今回も協賛金1万円を支払うこ

とを承認 

＜

                                

 
年度クラブ奉仕委員長を務めさせていただいております柳孝実です。副委員長に平田会員、委員

に小林弘会員、高橋一彦会員、小澤直之会員、岡本会員の

 

本年度の目標は「会長・幹事及び傘下の各委員長と緊密な連携を取りながら、会員が出席したく

なる例会や入会候補者が入会したくなる魅力あるクラブ作りに貢献できるように努める。」とさ

せていただきました。
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報告事項 入会希望者 本間紗也香様 

     馬橋の銀座クリスタルデンタルオフィス本間歯科院長 

     銀座の銀座クリスタルデンタルオフィス院長 

     曾祖父の時代より代々馬橋で歯科医院を経営されている 

     5月24日の外部講師例会に出席予定  

＜地区研修・協議会参加者報告＞                会長部会                       

                              小澤直之会長エレクト 

 

 議題は大枠で4点 

（１）地区予算について 

（２）ＲＩロータリー賞について 

（３）ガバナー公式訪問について 

（４）出席報告について 

この4点については周知的な内容だったので次年度運営するための参

考の内容なのであえて発表はなしにします。 

その中でガバナー公式訪問について、鵜沢ガバナー年度については過

去と相違する内容があるので発表します。 

・例会後のクラブ協議会は中止となりました。その代わり1時間ガバナーの卓話と意見交  

  換会が行われるので例会時間は1時間半となります。 

・例年行っていたガバナーへの謝礼（土産）は辞退 

・ニコニコも出さないとの事 
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＜幹事報告＞                           大塚精一幹事                       

 

 皆さんこんにちは、幹事報告を申し上げます。 

１．第3回米山学友会による世界大会「再開in関東」開催について御案  

    内 

  ロータリー米山記念奨学委員会から 

  日程 2023年8月5日（土）・6日（日） 

  会場 つくば国際会館議場  登録料15,000円 

２．地区大会記念ゴルフ大会 

  日程 2023年5月15日（月）  会場 鷹の台カンツリー倶楽部 

  参加者 鈴木悦朗会員  豊島利治会員 

      小椋伸也会員  宮野嗣英会員 

  以上4名の方の登録がされています、北ロータリークラブの代表として楽しんで頂き

たいと思います。以上幹事報告でした。 
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今回のプログラムの主題ともいえる「クラブの戦略計画の作成について」という内容があ

り、指名クラブとのディスカッションをしながらガバナーからの促しでした。 

私自身、クラブ戦略計画については難しく考えすぎていてあまり重きを置いていなかった

のですが、さすがに次年度からでも手掛けないという意識になりました。 

クラブ戦略計画はどのような内容かというと北クラブの未来予想みたいなものなので、難

しく考えずに時間をかけて形にしていければと思います。よって単年ではなく3年～5年の

長期計画での立案を考えています。 

次々年度、またその次の年度の会長予定者と意見出し合いながら作成に踏み出したいと思

います。 

もちろんクラブ会員皆さんの意見反映が必須なので、例会プログラムでクラブ戦略計画に

ついてのディスカッションの機会を設けようとも考えてはいるので、その際はご協力願い

ます。  

＜地区研修・協議会参加者報告＞                幹事部会                       

                              髙橋一彦次年度幹事 

          

                                 

先般に開催されました2023-24年度、地区研修・協議会幹事部会への

参加報告をさせて頂きます。部会に参加をされておりました地区PG及

び地区委員皆様よりのお話の中で共通していたのは、幹事の責務はク

ラブの効率的な運営を支援する立場であるとの内容です。 

中でもPGよりのアドバイスに共感を得ましたので、その内容も含めお

話をさせて頂きます。私も50周年事業においての研修で触れさせて頂

きましたが、クラブの日常運営と活動への意識感を担うのが運営委員

会すなわちクラブ奉仕委員会である事です。 

安定した運営の継続がクラブの存続にも良き影響を与えるであろうとの話もありました。 

会長の意向に伴いクラブ奉仕委員会における各小委員会の活動内容がクラブ運営に大きな

役割を持つこと。そして入会間もない若年会員に対して、ロータリー活動への理解にも影

響が大きいとの内容が幹事部会でも取り挙げられておりました。 

2度目の幹事職となりますが、５大奉仕委員会は勿論のこと、クラブ奉仕委員会との連携

を重んじ、会長と各委員会との良き繋がりへの補佐役として改めて重責に気付きを戴いた

研修会でした。 
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